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今
や
地
球
全
体
の
緊
急
課
題
で
す
。

　

環
境
政
務
官
時
代
及
び
そ
の
後
も
地

球
温
暖
化
防
止
、
自
然
や
生
態
系
保
護
、

動
物
の
殺
処
分
ゼ
ロ
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
政
策
な
ど
を
リ
ー
ド
し
て

い
ま
す
。

　

知
的
財
産
権
保
護
も
含
め
た
技
術
支

援
も
最
大
限
に
行
い
、
日
本
が
経
済
面

で
も
環
境
を
核
と
出
来
る
よ
う
に
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

5
確
か
な
外
交
、
さ
ら
な

る
経
済
発
展
。
そ
し
て
国

際
競
争
に
勝
つ
日
本
を
つ

く
り
ま
す
。

　

様
々
な
技
術
力
や
安
全
保
障
状
況
が

目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

パ
ワ
ー
オ
ブ
バ
ラ
ン
ス
が
激
動
す
る
中
、

世
界
の
中
で
置
い
て
行
か
れ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
経
済
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
が
雇
用
の
確
保
や
社
会

保
障
、
福
祉
財
源
確
保
に
も
大
切
で
す
。

「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
」
を
つ
く

り
ま
す
。

6
政
策
本
位
の
政
治
を
つ

く
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
巨
額
の
財
政
赤
字
、

国
際
競
争
力
の
低
下
な
ど
、
日
本
に
は

今
、
多
く
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

国
会
は
選
挙
や
権
力
の
た
め
に
あ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
は
議
論
す
る

場
で
す
。
私
は
審
議
拒
否
を
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
致
し
ま
せ
ん
。

日
本
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
議
論
を
行

え
る
国
会
を
つ
く
り
、
未
来
に
必
要
な

政
策
を
打
ち
立
て
て
い
く
政
治
を
つ
く

り
ま
す
。

1
私
た
ち
の
国
を
、
笑
顔

と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
国
に

し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
や
人
工
知
能
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
本
来
の
日
本
人

が
持
つ
優
し
さ
、
親
切
心
、
支
え
合
い

を
大
切
に
す
る
国
に
し
ま
す
。
平
和
を

守
り
、
暴
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

2
み
な
さ
ま
の
社
会
保
障
、

社
会
福
祉
、
年
金
、
雇
用

と
労
働
を
守
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
副
大
臣
と
し
て
働
き
方
改

革
法
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
が
最
大
限

活
か
さ
れ
、
仕
事
と
家
族
・
私
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
年
齢
や
性
別
等
に

か
か
わ
ら
ず
、
皆
が
活
躍
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
年
金
、
医
療
、

介
護
、
障
害
・
難
病
福
祉
、
子
育
て
支
援
、

健
康
増
進
、
食
の
安
全
な
ど
も
守
り
ま

す
。3

障
害
や
病
気
、
虐
待
、

犯
罪
被
害
者
な
ど
弱
い
も

の
の
一
番
の
力
に
な
り
ま

す
。

　

落
選
中
、
一
番
苦
し
い
時
に
地
元
の

皆
様
か
ら
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
番
つ
ら
い
と
き
苦
し
い
時
に
力
に
な

れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
信
条
で
す
。

　

ど
ん
な
立
場
の
方
も
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
国
を
つ
く
り
ま
す
。

4
豊
か
な
地
球
環
境
を
未

来
に
残
す
た
め
に
、環
境
問

題
を
リ
ー
ド
し
ま
す
。

　

た
と
え
ど
ん
な
に
金
銭
的
に
豊
か
に

な
っ
て
も
、
地
球
自
体
が
滅
ん
で
し
ま

っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
は

日
本
を
こ
う
いう
国
に
し
た
い

皆
様
応
援
し
て
く
だ
さ
い！

生
ま
れ
て
良
か
っ
た

世
界
一
長
生
き
が
幸
せ
な
国
へ

まちづくり、文教、市民生活各委員長
を務める。

予定

16

16

17

17

17

盆
栽
町
踏
切
の
早
期

整
備
に
向
け
て

　

地
元
の
方
よ
り
、盆
栽
町
踏
切
に
つ
い
て「
踏
切

が
斜
め
に
な
っ
て
い
て
危
な
い
、歩
き
に
く
い
」な

ど
の
陳
情
を
頂
き
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
両

サ
イ
ド
へ
の
設
置
、拡
張
。遮
断
機
の
移
動
な
ど
を

目
指
し
、
活
動
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
地
元

の
皆
様
の
安
全
安
心
の

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

土
呂
町
中
島
踏
切

　

土
呂
の
踏
切
は
、か
つ
て
踏
切
内
に
は

歩
行
者
帯
が
な
く
、大
幅
に
狭
く
な
る
た

め
に
、車
と
歩
行
者
・
自
転
車
が
接
触
す

る
極
め
て
危
険
な
踏
切
で
し
た
。牧
原
が

田
中
孝
之
自
治
会
長
な
ど
皆
様
と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
や
さ
い
た
ま
市
に
お
願
い
し
、分

離
さ
れ
た
歩
行
者
帯
を
つ
け
、今
は
最
も

安
全
な
踏
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

牧
原
、伊
藤
市
議
、地
元

の
皆
様
と
陳
情
も
し
、平
成

28
年
度
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
中

学
校
の
通
学
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、さ
ら
な
る
踏
切

道
の
拡
張
・
整
備
に
向
け
て

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
竣

工
式
・
内
覧
会
が
２
月
11
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
来
る
ま
で
ど
れ
ほ
ど
困
難

な
道
で
あ
っ
た
か
。
初
当
選
以
来
、
社

会
保
険
病
院
存
続
の
陳
情
、
宮
原
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
移
転
、
地
元
の
皆

様
の
署
名
簿
を
厚
生
労
働
省
に
運
び
込

ん
で
の
必
死
の
訴
え
、
国
会
で
の
何
度

も
の
質
問
、
累
積
債
務
の
扱
い
、
社
保

庁
解
体
に
伴
う
新
病
院
の
あ
り
方
の
検

討
、
国
か
ら
の
移
転
費
用
の
支
出
、
さ

い
た
ま
市
や
埼
玉
県
と
の
交
渉
な
ど
な

ど
、
私
自
身
に
と
っ
て
は
落
選
中
も
含

め
た
14
年
の
議
員
生
活
で
最
も
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
た
事
業
で
し
た
。

よ
う
や
く
、
こ
こ
ま
で
来
た
の
は
田
中

孝
之
北
区
連
合
自
治
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
皆
様
の
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
上
野
東
京
ラ
イ
ン
創
設
の
時

も
そ
う
で
し
た
が
、
不
可
能
だ
と
思
わ

れ
た
こ
と
も
皆
様
と
頑
張
り
続
け
れ
ば

可
能
に
な
る
の
で
す
。
地
域
の
皆
様
の

安
心
に
繋
が
る
病
院
と
な
る
よ
う
引
き

続
き
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
内
閣
委
員
長
　
牧
原
秀
樹

▲

踏
切
完
成
時
に
は
無

事
故
交
通
安
全
祈
願
祭
、

渡
り
初
め
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲宮原3丁目踏切と盆栽町踏切に関する要望書をJR
東日本本社担当役員に提出しました。

宮
原
３
丁
目
踏
切
の

再
拡
張・整
備
に
向
け
て

2月11日 竣工式にて
万感を込めてご挨拶
2月11日 竣工式にて
万感を込めてご挨拶

平成31年（2019年）2月26日（火曜日） 平成31年（2019年）2月26日（火曜日）

マ
ッ
キ
ー
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

プロフィール牧原秀樹 衆議院議員4期
昭和４６年６月４日生まれ　　B型、ふたご座
　麻布高、東京大学法学部卒、ジョージタウン大ロースクール卒、国際弁護士（日本・ニューヨーク州）、
柔道初段。前厚生労働副大臣、元青年局長、元環境大臣政務官。現衆議院内閣委員長。落選中に東日
本大震災により親や家を失った子どもたちの支援団体を設立。

好きなもの：麺類、納豆（ほぼ毎日食べてます！）、梅干し、せんべい。子ども。読書（なんでも読みます。司馬
遼太郎氏など歴史小説、東野圭吾、池井戸潤、百田尚樹、原田マハの各氏など何でも。おすすめあれば教
えて下さい！）、映画、旅行。スポーツ観戦。お祭り、お神輿。動物・自然（国会では絶滅危惧種ともいわれる
環境専門です）。正義。

嫌いなもの：政治の不正、対案なき悪口と批判、選挙目当ての共闘や離合集散、有言不実行。戦争や暴力。貧
困（撲滅議連設立メンバーです）。公的なお金の私的使い込み。

議員宿舎なし、地元さいたまから電車通勤をしている唯一の国会議員として、さいたまから日本を変え
る！と熱く燃えています。

牧原ひでき事務所 さいたま事務所

http://www.hmacky.net/

さいたま市中央区上落合2-1-24-5階

048-854-0808

048-858-2635

国会事務所
東京都千代田区永田町2-2-1　
衆議院第一議員会館　1116号室

03-3508-7254

03-3508-3524

衆議院議員

牧原ひでき
県議会議員

鈴木ひろし

国・県・市 一致団結！
地域の課題にはともに取り組んでおります

　　

川崎てるまさ
048-669-3455

048-669-3455

市議会議員

伊藤まなぶ
048-668-6065

048-668-6066

さいたま市北区宮原町3-326-1 2F

ま
き
は
ら
ひ
で
き

命
懸
け
で
取
り
組
ん
で
き
た

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
　

つ
い
に
完
成
！！

3月4日
診療開始

！！
くわしく

は中面に
て

市議会議員

関根 信明
048-664-1313
048-663-7283

さいたま市北区日進町2-111-5 2F

sekine_nobuaki@yahoo.co.jp

さいたま市北区日進町3-235

kawasakiteru3@yahoo.co.jp

鈴木ひろし県議会議員　ご勇退
皆様の温かいご支援により、市会そして県会にて30年間充実した議員活
動を送ることができました。これもひとえに皆様のおかげと感謝申し上げます。

宮原

土呂
日進

加茂宮

●北区役所

●イオン
●鉄道博物館

●大宮盆栽美術館

●ステラタウン

今羽

吉野原

北部医療センター

宮原地区 陸橋補修

吉野公園 樹木伐採

奈良町国道沿い
ガードレール設置

日進町
かもがわ遊歩道改修

宮原４丁目
高架橋補修

ガリバートンネル
補修

ベルク南側
用水路に蓋

上野 -東京ライン
創設

芝川改修に向
けて活動中

東宮原

北区陳情案件ＭＡＰ

号外　北区版



▲

２
０
１
３
年
６
月
、
関
根
信
明
市
議
、
武
山
広
道

市
議
、
地
元
の
皆
様
と
も
ど
も
田
村
厚
生
労
働
大
臣

に
陳
情
し
、
そ
の
後
プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス
北
側
へ
の
移
転

が
正
式
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲

２
０
１
６
年
、
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第

三
分
科
会
に
お
い
て
、
さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
質
問
。

▲

２
０
１
７
年
の
起
工
式
に
も
厚
労
副
大
臣
と
し
て

参
列
。
こ
れ
ま
で
の
困
難
な
道
の
り
を
思
い
出
し
つ

つ
、
万
感
の
思
い
を
込
め
て
挨
拶
致
し
ま
し
た
。

▲2019年2月 内覧会。24時間365日
の診療を行うようにお願いした小児科に
は特に思い入れがあります。

＜３＞ ＜２＞

牧原が

初当選以
来一貫

して取り
組んで

きました

牧原が

初当選以
来一貫

して取り
組んで

きました

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
附
則

に
基
づ
き
「
社
会
保
険
病
院
の
在
り
方

の
見
直
し
に
つ
い
て
」
を
策
定
。

　

与
党
年
金
制
度
改
革
協
議
会
に
お
い

て
「
年
金
福
祉
施
設
等
の
見
直
し
に
つ

い
て
（
合
意
）」
を
策
定
。

　

独
立
行
政
法
人　

年
金
・
健
康
保
険

福
祉
施
設
整
理
機
構
の
成
立
（
平
成
22

年
９
月
ま
で
の
５
年
間
の
時
限
立
法
）

【
牧
原
１
期
目
当
選
】

　

独
立
行
政
法
人　

年
金
・
健
康
保
険

福
祉
施
設
整
理
機
構（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）の
設
立
。

（
病
院
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
９
月
30
日
ま
で
に
す
べ
て
譲
渡

を
完
了
）

　

全
て
の
社
会
保
険
病
院
（
53
施
設
）、

厚
生
年
金
病
院
（
10
施
設
）
は
Ｒ
Ｆ
Ｏ

の
も
と
に
移
管
。

　

１
９
７
２
年
開
設
の
大
宮
医
師
会
市

民
病
院
が
２
月
に
閉
鎖
。
３
月
に
さ
い

た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
。

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、Ｒ
Ｆ
Ｏ
に

お
け
る
社
会
保
険
病
院
及
び
厚
生
年
金

病
院
の
譲
渡
の
方
針
を
策
定
し
、
厚
生

労
働
大
臣
通
知
を
発
出
。

（
地
域
医
療
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に

十
分
配
慮
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
厚

生
労
働
大
臣
に
お
い
て
地
方
自
治
体
の

意
見
を
聴
取
し
た
上
で
譲
渡
対
象
病
院

を
選
定
す
る
こ
と
等
）

　

牧
原
お
よ
び
地
域
の
皆
様
に
よ
る
舛

添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
要
望

「
社
会
保
険
大
宮
総
合
病
院
に
関
す
る

要
望
書
」

　

Ｒ
Ｆ
Ｏ
の
存
続
期
限
を
平
成
24
年
９

月
ま
で
２
年
間
延
長
さ
せ
る
「
独
立
行

政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整

理
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
成
立
。

　

Ｒ
Ｆ
Ｏ
を
社
会
保
険
病
院
等
の
運
営

を
行
う
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能

推
進
機
構
へ
改
組
す
る
「
独
立
行
政
法

人　

年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理

機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

成
立
。

【
牧
原
２
期
目
当
選
】

　

大
宮
総
合
病
院
を
所
有
す
る
独
立
行

政
法
人　

年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設

整
理
機
構
か
ら
、
同
病
院
の
移
転
・
建

て
替
え
を
前
提
に
、
プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス
北

側
の
市
有
地
と
現
在
の
病
院
敷
地
を
交

換
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
旨
、

表
明
。
田
村
厚
生
労
働
大
臣
に
、移
転
・

新
築
の
後
押
し
を
依
頼
。
大
臣
か
ら
約

束
を
取
り
付
け
る
。

【
牧
原
３
期
目
当
選
】

　

衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
三

分
科
会
に
お
い
て
、
さ
い
た
ま
北
部
医

療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
質
問
。

　

起
工
式

【
牧
原
４
期
目
当
選
】

　

工
事

　

竣
工
式
・
内
覧
会

３
月
１
日　

オ
ー
プ
ン

　
　

４
日　

診
療
開
始

2002 社
会
保
険
大
宮
総
合
病
院

移
転
存
続
を
巡
る
経
緯

200420082009201020112012201320142016201720182019 2005

ステラ
タウン

主
玄
関

サ
ブ
玄
関

プラザノース

P

P

旧
中
仙
道

島忠ホームズ

北区役所

至 

加
茂
宮
駅

プラザノース北側

平成31年（2019年）2月26日（火曜日） 平成31年（2019年）2月26日（火曜日）

2006年9月
中野清厚生労働副大臣
に署名簿を提出

2006年12月
石崎岳自民党厚生労
働部会長に要望

2006年12月
鈴木俊一自民党社会保
障制度調査会長に要望

2008年5月
岸宏一厚生労働副大
臣に要望

2008年5月
谷垣禎一自民党政調
会長に要望

2008年5月
尾辻秀久自民党参議院
議員会長に要望

2007年2月
中川昭一自民党政調
会長に要望

2009年1月
大村秀章厚生労働副
大臣に要望

2009年1月
後藤茂之自民党厚生
労働部会長に要望

2009年1月
鈴木俊一自民党社会保
障制度調査会長に要望

さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
31
年
3
月
1
日 

オ
ー
プ
ン

3
月
４
日 
診
療
開
始

皆様の思いをかなえるのが私の使命です！皆様の思いをかなえるのが私の使命です！■診療科目
・内科
・循環器科
・消化器内科
・呼吸器内科
・腎臓内科
・小児科
・外科
・整形外科
・リハビリテーション科
・皮膚科
・泌尿器科
・婦人科
・眼科
・耳鼻咽喉科
・放射線科
・歯科口腔外科
・麻酔科


